



























膨れ上がる。例えば『鉄腕アトム』の場合、放送開始の 1963 年 1 月 1 日から




























































































































































2 章で述べたように、1960 年 8 月『西遊記』が上映されたのち、1961 年 8 月
虫プロダクションの母体となる手塚プロダクション動画部という名の下に集め
られた若干のスタッフたちは手塚と共に、1961 年 8 月から実験アニメーショ
ン『ある街角の物語』の制作に着手する。手塚は、その間にも東映動画から『ア
ラビアンナイト　シンドバッドの冒険』22 の制作に協力し、制作に関する実践
的な知識と技術等を身につけた。1962 年 12 月記念すべき「第 1 回　『虫プロ
ダクション』作品発表会」で自主作品を公開し、翌 1963 年、第 17 回毎日コン






分 53 秒、カラー）と共に『鉄腕アトム』の第 1 話が上映された。『鉄腕アトム』





き続き、思い出を描いた『めもりぃ』（1964 年、5 分 13 秒、カラー）、空想好
きの少年とサカナの恋を描いた『人魚』（1964 年、8 分 18 秒、カラー）、イカ
ダで漂流する男を描写した『しずく』（1965 年、4 分 17 秒、カラー第 5 回草月
アニメーション・フェスティバル出品作）、ニワトリをモチーフに戦争の様子
を描いた『たばこと灰』（1965 年、3 分 50 秒、モノクロ、第 5 回草月アニメー
ション・フェスティバルに出品作）、ムソルグスキーの組曲をイメージした『展
覧会の絵』（1966 年、39 分、カラー、1967 年　第 17 回ブルーリボン賞教育文
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化映画賞／第 21 回芸術祭奨励賞／第 14 回アジア映画祭特別部門賞／第 21 回
毎日映画コンクール・第 5 回大藤信郎賞）、奇妙な人類の不思議な創世記物語
『創世記』（1968 年、3 分 42 秒、モノクロ）、子供の止まらないジャンプを描い
た『ジャンピング』（1984 年、6 分 20 秒、カラー、1984 年第 6 回ザグレブ国際
アニメーション映画祭グランプリとユネスコ賞／ 1985 年バリャドリド国際映
画祭銀穂賞）、昔のアニメーションのようなタッチで西部劇を描いた『おんぼ
ろフィルム』（1985 年、5 分 37 秒、パートカラー、1985 年第 1 回広島国際ア
ニメーション映画祭グランプリ／ 1985 年バルナ国際アニメーション映画祭カ
テゴリー部門最優秀）、何でもボタン一つで解決する世界を描いた『ブッシュ』
（1987 年、4 分 18 秒、カラー、第 2 回広島国際アニメーション・フェスティバ
ル出品作）、切り絵作家として有名な百鬼丸と共同作業で作られた異色の『村
正』（1987 年、8 分 44 秒、カラー）、チャイコフスキーの『交響楽第 4 番』（『あ
る森の伝説』）から得られたイメージを描き様々な表現技法を見せた『森の伝
説 PART-1』（1987 年、29 分 20 秒、パートカラー、1988 年　第 42 回毎日映画
コンクール／ 1983 年第 25 回大藤信郎賞／第 10 回ザブレグ国際アニメーショ






























































































































































































































































































































参照した作品はすべて © 手塚プロダクションである（許諾 No.2008-653）。
１ 1961 年 8 月に母体となる「手塚プロダクション」で動画部をスタートさせ、実験作
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『ある街角の物語』に着手した。翌年の 1962 年 1 月に「虫プロダクション」に改名し、
本格的な作品を作り出すようになった。
















12 1945 年 4 月上映。
13 手塚治虫『手塚治虫大全 1』（マガジンハウス、1992 年）、pp.45-46。
14 被写体と背景を組み合わせて、立体感ある空間を出すための仕掛け。
15 手塚プロダクション・秋田書店共同編集、前掲書、pp.180。
16 原作・構成 酒井七馬、画 手塚治虫、1947 年描き下ろし、育英出版から B6 判で刊行
されている。
17 手塚が戦後最初に見たアニメーションはフライシャーの『カリバー旅行記』で 30 回、
ソビエトの『せむしの仔馬』を 50 回、ウォルト・ディズニーの『バンビ』は 130 回
ほど見て、その動きや演出等を分析した。
18 1956 年 1 月、月刊少年漫画雑誌『漫画王』（秋田書店）で発表した。現在は『手塚
漫画全集』として 1988 年、講談社から全 8 巻で出ている。




22 手塚治虫・北杜夫脚本（1962 年 7 月　東映系封切、81 分、東映動画、カラー）。
23 『ある街角の物語』は、毎日映画賞以外にも、第 17 回芸術祭奨励賞、第 13 回ブルー
リボン賞教育文化映画賞を受賞している。
24 1968 年から 1984 年の間の空白期間を指す。その間は、テレビシリーズの盛んな制
作の時期であり、1973 年の虫プロダクションの倒産などが絡む。多大な借金を返済
するために手塚はマンガ家として仕事に没頭した。


































43 呉　恵京、前掲論文、pp.23 － 24。
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<ABSTRACT>
Expressive techniques in the experimental animations of 
TEZUKA Osamu
OH Hyekyung
Tezuka Osamu, the figure who first established the fundamentals of 
Japanese “story manga,” is regarded as a god in the manga industry. He also had 
a great influence on animation. One of his major accomplishments, a revolu-
tionary development in the field, was the production of Tetsuwan Atom (1963, 
Mushi Productions), the first domestic feature animation produced expressly 
for television broadcast. His continued work as the pioneer of Japanese televi-
sion animation culminated in his Jungle Emperor Leo, the first color animation 
broadcast on television throughout the world.
What did animation mean to Tezuka? He has left us with a very strong 
statement: “… my dream and passion belong to animation. That’s why I 
became a comic book writer.” (“Son shita toki, toku shita toki,” Asahi Shinbun, 
April 2, 1979). In fact, he invested a tremendous amount of his own wealth 
in establishing the animation production studio Mushi Productions in 1962, 
and in producing numerous animations, while managing his busy schedule 
to continue writing comic books. What, then, did he want to express through 
these animations? Some critics point out that he was heavily influenced by 
Walt Disney, and that he was simply imitating Disney’s works. Even in his 
first experimental animations, however, it can be argued that this is certainly 
not the case. Rather, his unique ideas were displayed in various ways. It might 
be more suitable to postulate that his works appeared similar to those of Walt 
Disney since contemporary animation techniques were unable to express fully 
what he meant to express. 
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Taking this in account, here I focus on and analyze the expressive tech-
niques in his animations. By analyzing his fourteen experimental animations, I 
conclude that he was not limited to certain techniques; his works display both 
pre-war and post-war techniques, traditional and original ideas, and newly 
created techniques. Previously, existing animations were the only source for 
studying animation techniques because few books were published on the topic. 
While it is evident that Tezuka incorporated many of Disney’s techniques, 
Disney was not his only source. He incorporated ideas from other animations 
and even from comic books; he basically used any technique available that 
could be applied to animation. His animations were a venue for him to explore 
new ideas using traditional animation as a foundation.
